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二次政策評価 二次政策評価
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0801 一般 文化発信拠点づくり推進事業 ②
北海道歴史・文化ポータルサイトの
運営等、北海道の歴史・文化に関す
る情報発信に係る業務

文化振
興課

754 754 0.6 0.0 0.6 5,440 現状維
持

引き続き、歴史文化の情報発信の
ためのポータルサイトを運営する必
要がある。

－ ④ ② 事業者との打合せにオンラインの活
用が可能。

○ ⑥⑦ ② 事業者との打合せにオンラインの活
用が可能。

○ ② 事業者との打合せにオンラインの活
用が可能。

・北海道Society5.0を推進し、未来
技術を活用した多様な主体の連携
による新たな価値創造を図るため、
多彩な地域資源を活かした世界が
憧れる観光立国北海道の更なる推
進は重要であることから、モデル事
業の検証を実施し事業の再構築を
検討するなど、取組の一層の推進
を検討すること。

・会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

・本事業はポータルサイトの管理運
営に係る経費であり、引き続き本道
の歴史・文化の情報発信を進める。

・会議等について、R４年度にオンラ
イン化で調整しているところであり、
今後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0802 一般
北海道歴史・文化ポータルサイト改
修事業費

②

「北海道デジタルミュージアム」の開
館を目指し、ホームページ上で収蔵
品を鑑賞する仕組みの構築や、博
物館等の多様な情報発信の方法を
検討する。

文化振
興課

16,952 16,952 0 1.0 0.0 1.0 24,762 現状維
持

引き続き、コロナの影響により減少
した博物館等の来館者回復に向け
た取組を実施する必要がある。

－ ④ ① 検討会議などはオンラインで開催済
み。

○ ⑥⑦ ① 検討会議などはオンラインで開催済
み。

○ ① 検討会議などはオンラインで開催済
み。

北海道Society5.0を推進し、未来技
術を活用した多様な主体の連携に
よる新たな価値創造を図るため、多
彩な地域資源を活かした世界が憧
れる観光立国北海道の更なる推進
は重要であることから、モデル事業
の検証を実施し事業の再構築を検
討するなど、取組の一層の推進を
検討すること。

終了
本事業はポータルサイト改修に係る
経費であり、引き続き本道の歴史・
文化の情報発信を進める。

0803 投資的
経費B

野幌森林公園施設整備費（施設建
設事業費）

⑤ 野幌森林公園の施設改修等に関す
る業務

文化振
興課

9,000 9,000 0.0 0.1 0.1 9,781 現状維
持

利用者安全確保の観点から、引き
続き、緊急度の高いものから改修等
を行う。

－ ①②⑤ ② 予算面での課題があるが、高効率
設備や木材利活用の検討は可能。

－ － － － － 現状維
持

○

0804 維持費 野幌森林公園管理費 ②
北海道博物館及び野幌森林公園の
維持運営のための業務

文化振
興課

3,986 3,986 0.0 0.7 0.7 9,453
現状維

持

引き続き、北海道博物館及び野幌
森林公園の維持運営のための業務
を継続する必要があるため。

－ ④ ②
一部業務に限り、資料の電子化の
検討は可能。

－ ⑥⑦ ②
一部業務に限り、資料の電子化の
検討は可能。

○ ②
一部業務に限り、資料の電子化の
検討は可能。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

一部業務について、Ｒ４年度にオン
ライン化・資料の電子化で調整して
いるところであり、今後、ゼロカーボ
ン北海道及びSociety5.0の推進に
向けた取組を進めていく。

0805 事務 野幌森林公園利用指導業務 ②
野幌森林公園利用者の指導、苦情
対応、普及啓発、広報、統計事務等

文化振
興課

0 0 0.0 0.9 0.9 7,029
現状維

持
引き続き、野幌森林公園に係る事
務を継続する必要があるため。

－ ④ ②
電子媒体による業務連絡を行うな
ど、一部業務について対応。

－ ⑥ ②
電子媒体による業務を行うなど、一
部業務について対応。

○ ②
電子媒体による業務を行うなど、一
部業務について対応。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

対面業務を除く一部業務について、
Ｒ４年度にオンライン化で調整して
いるところであり、今後、ゼロカーボ
ン北海道及びSociety5.0の推進に
向けた取組を進めていく。

0806 事務 野幌森林公園許認可業務 ②
道立自然公園である野幌森林公園
内における各種行為の申請等に係
る許認可等業務

文化振
興課

0 0 0.0 0.3 0.3 2,343 現状維
持

引き続き、野幌森林公園に係る許
認可等業務を継続する必要がある
ため。

－ ④ ② 電子媒体による業務連絡を行うな
ど、一部業務について対応。

－ ⑥⑦ ② 電子媒体による業務を行うなど、一
部業務について対応。

○ ② 電子媒体による業務を行うなど、一
部業務について対応。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

一部業務についてオンラインにより
実施済。打合せ等について、Ｒ４年
度にオンライン化で調整を行ってい
るところであり、今後、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
けた取組を進めていく。

0807 一般
北海道博物館事業費（情報システ
ム分除く)

②
北海道博物館の展示事業、教育普
及事業等の実施

文化振
興課

9,819 9,819 0.0 18.9 18.9 157,428
現状維

持

引き続き、北海道博物館の展示事
業、教育普及事業等を実施する必
要があるため。

－ ④ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

－ ⑥⑦ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

○ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

会議等について、R４年度にオンライ
ン化で調整しているところであり、今
後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0808 事務
北海道博物館事業費(情報システム
分）

⑤ 収蔵資料データベースの管理、HP
閲覧システムの運用経費

文化振
興課

0 0 0.0 0.0 0.0 0 現状維
持

収蔵資料の管理、Ｗｅｂサイトの運
用など、引き続き、北海道博物館情
報システムを運用する必要があるた
め。

－ ④ ①

データベースの管理やシステムの
運用等、電子媒体を活用した事業で
あり、業務連絡を電子媒体により行
うなど対応可能な部分について対
応済み。

－ ⑥⑦ ①

データベースの管理やシステムの
運用等、電子媒体を活用した事業で
あり、業務連絡を電子媒体により行
うなど対応可能な部分について対
応済み。

○ ①

データベースの管理やシステムの
運用等、電子媒体を活用した事業で
あり、業務連絡を電子媒体により行
うなど対応可能な部分について対
応済み。

現状維
持

0809 一般 北海道博物館試験研究費 ② 北海道博物館の調査研究活動
文化振
興課

14,996 8,343 0.0 10.1 10.1 93,877
現状維

持

引き続き、北海道の自然や歴史、生
活文化などに関する専門的な調査
研究を継続する必要があるため。

－ ④ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

－ ⑥⑦ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

○ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

会議等について、R４年度にオンライ
ン化で調整しているところであり、今
後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0810 一般 北海道博物館管理運営費 ⑧
北海道博物館（本館）、北海道開拓
の村、自然ふれあい交流館の管理
運営（指定管理業務）

文化振
興課

346,643 345,166 0.0 2.1 2.1 363,044
現状維

持

引き続き、指定管理者との協定に基
づき負担金を支出する必要がある
ため。

－ ⑤ ②
道全体として取り組むべき課題であ
ることから、道の施設の管理者にも
取組を促す予定。

－ ⑥⑦ ②

道全体として取り組むべき課題であ
ることから、道の施設の管理者にも
取組を促す予定。
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

指定管理者に対し、温室効果ガス
排出削減に向けた取組やＩＣＴを活
用した利用者の利便性向上のため
の取組を求めるなど、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○

指定管理者に温室効果ガス削減の
取組を推進するよう促す。また、打
合せ等について、Ｒ４年度にオンラ
イン化で調整しているところであり、
今後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0811 一般 開拓の村費 ⑤ 開拓の村の維持管理運営等に関す
る業務（委託料）

文化振
興課

2,530 2,530 0.0 0.3 0.3 4,873 現状維
持

引き続き、開拓の村の維持管理運
営等に関する業務を継続する必要
があるため。

－ ①②⑤ ② 予算面での課題があるが、高効率
設備や木材利活用の検討は可能。

現状維
持

○

0812 一般
アイヌ文化情報発信強化事業（創生
交付金）

②

アイヌ文化や歴史に触れる機会の
創出に係る経費
（アイヌ文化「知の拠点」からの体
験・交流促進、アニメーションによる
北海道固有文化魅力発信）

文化振
興課

21,458 11,029 0.0 0.1 0.1 22,239 終了

予算資料上は単臨事業であるが、
引き続き、アイヌ文化や歴史に触れ
る機会の創出に係る事業を継続す
る必要があり、来年度以降、同様の
事業内容で、再構築した新規事業を
想定している。

－ ④ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

－ ⑥⑦ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

○ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

終了 ○ ○ ○

会議等について、R４年度にオンライ
ン化で調整しているところであり、今
後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0813 一般 北海道博物館特別展

道民の教養向上を図るとともに、コ
ロナ禍での大規模展示会のモデル
としての、湿地をテーマとした特別
展開催に係る経費
（北海道博物館特別展の開催）

文化振
興課

10,000 0 0.0 0.3 0.3 12,343 終了

予算資料上は単臨事業であるが、
道民の知への欲求に応えるため、
引き続き、時勢に応じたテーマを設
定した特別展を開催する必要があ
り、来年度以降、同様の事業内容
で、再構築した新規事業を想定して
いる。

普及啓発事業における啓発資材の
ペーパレス化・電子化やオンライン
開催によるCO2削減や啓発対象の
拡大に向けた取組の促進など、ゼロ
カーボン北海道及びSociety5.0の推
進に向け、事業内容を検討するこ
と。

終了

普及啓発事業について、アンケート
をオンライン併用で実施。今後、講
演会等のオンライン開催（実会場と
併用）に向けて検討する。

1 一般 特別展 ① 9,160 0 － ① ②

専用動画配信チャンネルを設置済
であり、道民サービス向上のため、
講演等のオンライン配信の併用も検
討する。

－ ⑥⑦ ② オンラインによるアンケート併用で
業務効率化。

○ ② Ｒ３当初で見直し済であり、引き続き
同様の取組を実施。

○ ○ ○

2 一般 記念フォーラム ① 840 0 － ① ②

専用動画配信チャンネルを設置済
であり、道民サービス向上のため、
講演等のオンライン配信の併用も検
討する。

－ ⑥⑦ ②

専用動画配信チャンネルを設置済
であり、道民サービス向上のため、
講演等のオンライン配信の併用も検
討する。

○ ② Ｒ３当初で見直し済であり、引き続き
同様の取組を実施。

○ ○ ○

0814 一般 開拓の村火災等発生対策費 ②
故障した火災報知設備等を修繕し、
火災発生時の利用者の安全確保を
図るための経費

文化振
興課

68,140 68,140 0.0 0.3 0.3 70,483 終了

火災報知設備等については、R2年
度に実施設計、R3年度に改修工事
となっており、今年度で修繕が完了
するため。

－ ④ ① 電子媒体により業務連絡を行うこと
で対応済み。

－ ⑥⑦ ① 電子媒体による業務を行うことによ
り対応済み。

○ ① 電子媒体による業務を行うことによ
り対応済み。

終了

0815 一般 野幌森林公園エリア活性化事業 ②

「ほっかいどう歴史・文化・自然「体
感」構想に基づき展示改修等を行
い、コロナ禍で減少したインバウンド
需要の再取得を目指すための経費

文化振
興課

21,099 17,469 1.3 0.7 2.0 36,719 終了

引き続き、構想に基づく事業等を継
続するとともに、総合博物館を拠点
とした文化観光を推進していく必要
があるため。
予算資料上は単臨だが、来年度以
降、同様の事業で事業の再構築を
検討している。

－ ④ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

－ ⑥⑦ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

○ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

終了 ○ ○ ○

会議等について、R４年度にオンライ
ン化で調整しているところであり、今
後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

令和３年度　事務事業評価調書 03141

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

北海道独自の歴史・文化の発信と継承

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

1／2 03141



二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

0816 一般 樺太記憶継承事業 ②

（一社）全国樺太連盟から委譲され
た資料の保管、調査研究を行うとと
もに、展示等に活用し、文化振興を
図る。

文化振
興課

6,305 0 0.0 0.2 0.2 7,867
現状維

持

引き続き、資料の保管整理、調査研
究等を継続し、展示公開につなげる
ていく必要があるため。

－ ④ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

－ ⑥⑦ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

○ ②
事業者との打合せについて、オンラ
インの活用の検討は可能。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

会議等について、R４年度にオンライ
ン化で調整しているところであり、今
後、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けた取組を進
めていく。

0817 一般
縄文世界遺産登録推進プロジェクト
事業（創生交付金）

①
北海道・北東北の縄文遺跡群の世
界文化遺産への登録へ向けた取組
の推進

文化振
興課

56,501 44,390 5.0 0.0 5.0 95,551 終了

本道初の世界文化遺産の登録決定
を契機とした、本道の観光振興・地
域経済の活性化に向けて、経済部
や道教委と連携し対象事業や総事
業費の拡充等による対応が必要。
予算資料上は単臨だが、来年度以
降、同様の事業で事業の再構築を
検討している。

－ ④ ① 資材（冊子等）の電子化対応済み。 － ⑥⑦ ① 資材（冊子等）の電子化対応済み。 ○ ① 資材（冊子等）の電子化対応済み。

「北海道・北東北の縄文遺跡群」が
世界遺産に登録されたことから、世
界遺産の活用のあり方や今後の方
向性等を踏まえ、効果的・効率的な
執行体制の構築を進めること。

終了
縄文遺跡群の適切な保存と活用を
推進することができるよう、効果的・
効率的な人員配置を行う。

0818 一般 「北海道みんなの日」活動事業費 ①

「北海道みんなの日」（愛称：「道み
んの日」）を広く道民や観光客に周
知・定着させるため、各部局及び民
間企業と連携した事業及びＰＲ活動
を実施

道民生
活課

3,240 3,240 0.2 0.0 0.2 4,802 現状維
持

引き続き、7月17日の「北海道みん
なの日」や、その制定趣旨を道内外
に周知する必要がある。

－ ④ ① シンポジウムをオンラインで開催済
み。

－ ⑥⑦ ① シンポジウムをオンラインで開催済
み。

○ ① Ｒ３当初で見直し済であり、引き続き
同様の取組を実施。

現状維
持

16,952 591,423 523,866 8.1 35.0 43.1 ■令和４年度　新規事業

アイヌ文化情報発信強化事業、北海道博物館特別展、野幌森林公園エリア活性化・拠点化事業（文化観光拠点施設機能強
化等事業）、縄文世界遺産活用促進プロジェクト事業費

計

2／2 03141


